
女性のつながりサポート事業 【尼崎市】

新型コロナウイルスの影響により、在宅勤務など働き方が変わり
在宅時間が増えたことで、言葉によるDVが生じるなど、さらに困難
を抱え、生きづらさを感じている女性が増えていることが推測され
る。女性センターにおいて、コロナ禍で求められる講座等を実施し
てきたが、これまで以上に、孤独、孤立で不安を抱える女性、解雇
等に直面する女性をはじめ、様々な困難や課題を抱える女性に対
する支援が必要となっている。

地域の実情と課題

NPO法人男女共同参画ネット尼崎、ハローワーク尼崎、尼崎市し
ごと支援課、尼崎市北部福祉相談支援課、尼崎市地域総合セン
ター、尼崎市ユース交流センター、認定NPO法人女性と子ども支
援センターウィメンズネットこうべ、一般社団法人office ひと房の葡
萄、社会法人尼崎市福祉事業団母子生活支援施設サン野菊尼崎、
自立援助ホーム若葉、一般社団法人兵庫県助産師会、一般社団
法人enGrab、しんぐるまざあず・ふぉーらむ尼崎、あん3ぶる

連携団体

参加者の年齢層に偏りがあり、若年層の参加が少ない。次年度以
降は、若年層も参加しやすいイベントやワークショップの内容の検
討や実施時間を年齢別に分けるなど、若年層も参加しやすい工夫
を行ったり、若年層を支援している団体へ出向き、ワークショップと
交流を行っていくことが必要である。

今後の課題

・事業実施後にアンケートを取り、事業効果の検証を実施した。
アンケート回収（75枚）の結果、「満足した（大変満足、満足した）」
と回答した参加者の割合が100%であった。
・連携した関係団体とのネットワーク構築が強化され、困りごとの
案件をいつでも相談できる関係性ができた。
・参加者からも連携した関係団体からも高い評価と期待があり、来
年度以降も事業を継続する予定である。

事業の効果

若年女性を含む幅広い層の困難女性を適切な支援に繋げ、困難
な状況の軽減を図るとともに、女性のエンパワメントを図ることを目
的とする。数値目標として、事業実施後の参加者アンケートの結果、
「大変満足、満足した」と回答した割合、事業において連携した民
間支援団体のアンケートおいて「顔の見える関係づくりに役立っ
た」に「役立った、やや役立った」と回答した割合を設定し、100％を
目標値としたところ、目標を達成した。

目的・目標

・孤独や困難等を抱えている女性を対象に、女性の居場所事業を
実施した（託児付き）。対象となる女性が来訪する動機づけとなる
ようなワークショップを盛り込み、時間中に助産師が在席すること
で、乳がんの触診体験や女性特有の体の不調等などの悩みを気
軽に相談できるようにした。当事業はNPO等の民間支援団体に出
向き実施もしている。生理用品の提供。
・支援者団体でネットワーク交流会を持ち、ネットワーク構築の強
化を図った。

事業の特徴

個別事業費 ２,０００ 千円

交付金額 １,５００ 千円

事業番号 1



【尼崎市 女性のつながりサポート事業】
（支援者対象）

支援者ネットワークのための交流会(2回)
参加人数：24人

（不安を抱える女性対象）
１ 居場所事業 「女性のためのふらっとカフェ」

日程：毎月第２日曜日（１０月より実施）
時間：１３：３０～１６：００
場所：尼崎市女性センタートレピエ(6回) ・ 連携先へ出張(2か所)
参加費：無料
託児：無料(1歳以上未就学児)

（内容）
・コラージュ制作やアロマテラピー等のワークショップ
・参加者同士でゆるやか交流タイム
・助産師による身体・体調の悩み相談
・参加人数：122人、託児5人

２ 生理用品の提供

事業の概要

ふらっとカフェ交流タイム ワークショップ「アンブレラ
マーカーをつくろう」

ワークショップ「椅子deヨガ」 出前ふらっとカフェ


